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沿沿沿沿    革革革革    

明治３３年２月 青森県水産試験場設置認可(農商務大臣) 

３３年４月 青森市大字大野字長島青森県庁構内に設置し事務開始 

３４年 相坂鮭鱒人工ふ化場を上北郡藤坂村に設置 

大正１３年 本場を八戸市湊町に移転  

昭和２３年 黒石養魚場を南津軽郡中郷村に設置 

２３年 本場を西津軽郡鰺ヶ沢町に移転、庁舎新築 

２４年 むつ市に水産試験場陸奥湾分場として発足 

２５年 黒石養魚場を黒石市大字石名坂に移転 

２７年 陸奥湾分場が陸奥湾水産増殖研究所と改称され独立機関となる 

４３年 水産増殖研究所平内町茂浦に移転され、水産増殖センターと改称される 

５１年３月 鰺ヶ沢町大和田に水産試験場新庁舎を竣工 

５６年４月 青森県内水面水産試験場の設置により、相坂、黒石両養魚場及び内水面 

 関係業務を移管 

平成２年 東奥丸４代目建造 

５年 水産増殖センター新庁舎竣工 

６年 開運丸２代目建造 

８年 なつどまり建造 

１１年 青鵬丸３代目建造 

１２年４月 水産試験場創立１００年 

１３年３月 八戸市ポートアイランドに漁具倉庫新築 

１５年４月 試験研究機関の統合により青森県水産総合研究センターと改称され、下部 

 機関として増養殖研究所、内水面研究所が配置となる 

１８年４月 水産総合研究センター庁舎を鰺ヶ沢町舞戸町に移転 

２０年４月 増養殖研究所(旧水産増殖センター)創立４０年 

２１年４月 青森県水産総合研究センターと増養殖研究所を統合し、地方独立行政法人 

 青森県産業技術センター水産総合研究所となり、庁舎を平内町へ移転 

 

組組組組    織織織織    
所 長 

企画経営監 総括研究管理員 

総務調整室 

漁場環境部 ほたて貝部 

 

資源管理部 資源増殖部 

開運丸 

青鵬丸 

なつどまり 

試 験 船 

総括主幹研究専門員

ホタテガイ振興室
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水産資源を継続的に有効利用してゆくために、資源の再生産機構を解明し、資源量やその動

向を評価し、漁業資源としての管理方法について研究しています。このため魚の成長、年令、

分布、移動回遊などの基礎的な調査の他、これらの研究を通じ漁業者の関心が高い漁況予測に

も取り組んでいます。また栽培漁業や魚礁などの効果に関する調査も行っています。 

 

１１１１．．．．資源解析資源解析資源解析資源解析のためののためののためののための魚体調査魚体調査魚体調査魚体調査    

★ 資源全体の成長と年令構成を推定するためのサンプル調査    

    

 

 

 

 

 

 

 

２２２２．．．．トトトトロールロールロールロール網網網網によるによるによるによる底魚類底魚類底魚類底魚類のののの分布量調査分布量調査分布量調査分布量調査    

★ 日本海、津軽海峡、太平洋でのモニタリング調査    

    

 

 

３３３３．．．．魚礁魚礁魚礁魚礁のののの蝟集効果蝟集効果蝟集効果蝟集効果についてのについてのについてのについての調査調査調査調査    

★ 魚の蝟集量を推定するための計量魚群探知機調査 

 

 

 

 

 

  

資源管理部資源管理部資源管理部資源管理部 Fisheries Resource Management Section 

ヒラメの年令査定（左：耳石の取り出し 右：３才魚の耳石の写真） 

試験船青鵬丸でのトロール網の投入状況 

 

サンプル（ムシガレイ、ヤリイカなど） 

 

計量魚群探知機モニター 魚礁に蝟集するウスメバル 

ヒラメの体長と重量の測定 

魚群と魚礁の反応映像 
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調査船や自動観測ブイなどを使って、本県を取り巻く海の環境や回遊魚の資源調査を行って

います。それらを基に、回遊魚の来遊状況や、養殖などに影響を与えるような海の状態などの

情報を漁業関係者に提供しています。 

また、ホタテガイ等の食品としての安全性確保するために、ホタテガイ等二枚貝の毒化状況

や、毒化の原因となるプランクトンの出現動向を調査し、ホタテガイが毒化する仕組みの研究

に取組んでいます。 

  

１１１１．．．．環境環境環境環境及及及及びびびび回遊資源回遊資源回遊資源回遊資源調査調査調査調査    

★ 太平洋・日本海の定線観測 

★ 陸奥湾の浅海定線観測 

★ スルメイカ一斉調査など 

    

    

２２２２．．．．情報提供情報提供情報提供情報提供 

★ 漁海況情報「ウオダス」発行 

★ 陸奥湾海況情報発行 

    

 

  

３３３３．．．．貝毒貝毒貝毒貝毒モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング    

★ 貝毒原因プランクトン調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁場環境漁場環境漁場環境漁場環境部部部部  Fisheries Ground Environment Section 

 
 貝毒原因プランクトンの計数 下痢性貝毒原因プランクトン 

（Dinophysis fortii） 
プランクトンの繁殖を左右する 
海水中の栄養塩の分析 

陸奥湾の海洋自動観測ブイ スルメイカの成長や成熟状態を計測 水温などの海洋観測 

陸奥湾の水温や流れなどの 
情報作成・提供 
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青森県の沿岸漁業における重要な水産物であるホタテガイについて、生産の安定を図るた

め、増養殖に関する調査研究を推進するとともに、漁業者に各種の情報提供を行っています。 

１１１１．．．．調調調調        査査査査    

 

 

 

 

★ 天然採苗予報のための調査 

（母貝成熟度、ラーバ、付着稚貝調査） 

★ 垂下養殖貝、地まき増殖貝の実態調査 

 

 

  

 

 

 

 

２２２２．．．．研研研研        究究究究    

★ 養殖管理行程の改善、へい死原因の解明、適正収容量に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．情情情情    報報報報    提提提提    供供供供    

★ 採苗速報・養殖管理情報の発行 

★ 青空教室、勉強会、座談会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほたてほたてほたてほたて貝貝貝貝部部部部  Scallop Section 

地まき増殖貝実態調査 

付着稚貝調査 

ラーバ調査 母貝成熟度調査 

実験漁場における養殖実証試験 メモリー式観測機器による
漁場環境モニタリング 

電子顕微鏡による組織観察 

漁業者の勉強会 稚貝採取の技術指導(青空教室) 

ホタテガイ振興室 Scallop Promotion Sectionホタテガイ振興室 Scallop Promotion Section
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本県の栽培漁業を推進するために、魚類の種苗生産技術の開発と放流効果の検討などを行っ

ています。また、海藻類を主とした磯根資源の増養殖技術の開発を行っています。 

１１１１．．．．魚類魚類魚類魚類のののの種苗生産技術等種苗生産技術等種苗生産技術等種苗生産技術等のののの開発開発開発開発    

★ 魚類の種苗生産技術の開発 

★ 市場調査等により放流された人工種苗（標識魚）の放流効果の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２．．．．海藻類海藻類海藻類海藻類そのそのそのその他他他他のののの磯根資源磯根資源磯根資源磯根資源のののの増養殖技術増養殖技術増養殖技術増養殖技術のののの開発開発開発開発    

★コンブなどの有用海藻類の増養殖技術 

★海藻以外の磯根資源の増殖手法についての調査・研究 

 

 

生物餌料（ワムシ） 生物餌料（ワムシ）の培養 魚類の種苗生産 

資源増殖資源増殖資源増殖資源増殖部部部部  Fisheries Resource Enhancement Section 

マコガレイの人工授精 

市場調査（標識魚の探索） 

人工採苗により育成された海藻 生長した海藻（人工採苗） 人工採苗用の母藻の管理 
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○施設の概要 

① 土     地 20,971.30 ㎡ 

② 建     物 5,461.74 ㎡ 

・管 理 研 究 棟  鉄筋Ｃ 一部２階建 1,735 ㎡ 

・実 験 機 械 棟  鉄骨造 平屋建 1,122 ㎡ 

・飼 育 実 験 棟〃    〃 1,563 ㎡ 

・研 修 宿 泊 棟  木 造 ２階建 271 ㎡ 

・作  業  棟   〃  平屋建 324 ㎡ 

・取 水 ろ 過 棟  鉄筋Ｃ 103 ㎡ 

・倉  庫  棟  木 造 平屋建 108 ㎡ 

・発 電 機 棟  鉄筋Ｃ  〃 59 ㎡ 

・車  庫  棟  鉄骨造  〃 74 ㎡ 

・油  庫  棟〃〃 8 ㎡ 

・そ  の  他 95 ㎡ 

③ 主 な 施 設 

・海水取水ポンプ  7.5ＫＷ 3 台 

・逆 洗 ポ ン プ  18.5ＫＷ 1 台 

・ろ過槽（重力式）  80 トン／時 3 基 

・ろ過貯水タンク  120 トン  1 基 

・屋外コンクリート水槽  12 トン：6面、10 トン：8面 

・親魚棟コンクリート水槽 30 トン：1面、20 トン：1面 

10 トン：4面 

・屋内ＦＲＰ水槽     30 トン：2面、10 トン：2面 

5 トン：3面 

・ブ ロ ワ ー     3.7ＫＷ：2台、5.5ＫＷ：1台 

・発  電  機     500ＫＶＡ：1台 

・海水温度制御装置（アクアトロン） 

温海水 5 系統 35 トン／時 

冷海水 4 系統  6 トン／時 

・海況自動観測装置（ブイロボット）          3 基 

 

④ 試  験  船 

・開運丸  208 トン ディーゼル  1,400 PS（鉄鋼船） 

・青鵬丸   65 トン ディーゼル  1,000 PS（ 〃 ） 

・なつどまり  24 トン ディーゼル   770 PS（F R P船） 

⑤ 実  習  船 

・みどり 4.2 トン ディーゼル 50PS（F R P船） 

・二十一海洋 

 2.8 トン 船外機（2サイクル）110KW（F R P船） 

 

 

淡水ポ
ンプ棟

餌料培養室

調餌室

ラーバ
検査室

作業
室

油倉庫

倉庫３

倉　庫１

監視室

倉庫棟

船員室
更
衣
室

化粧室給湯室 準備室

研修宿泊棟（二階）

作業棟

化粧室 給
湯
室

給湯室

化粧室

更
衣
室

保管庫１

電気室

倉庫２
研修宿泊棟（一階）

飼育実験棟

展示コーナー

管理・研究棟

実験・機械棟

薬品庫２

環　 境
制御室

培　 養
準備室

発電機棟

 
恒　 温
実験室

会議室

管理棟　（二階）

風
呂
場

化
粧
室

学
習
室

台所 物置

図書・海図室

保
管
庫
２

車庫棟

親魚棟

機械室　２

機械室　１

電顕室

海況観測室

薬品庫１

工作室

事務室所長室
企画経
営監室

採卵室
植　　　物

プランクトン
培養室

精 　密
分析室

一　般
分析室

事務室
分　室

無 菌・
減菌室

藻 　類
実験室

魚　病
検査室

玄関

図書室

化粧室

母　 貝
管理室

サンプル
処 理 室

生　理
実験室

資材保管
室

標本室

魚　類
測定室

小
会
議
室 

1.176ｋｗ199   (鋼船)   

19 610kw　(軽合金）

・　　　　　　　　　　　

1.176kw199

19 610kw （軽合金）

・　
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水揚げを待つホタテガイ漁船 

○案内図 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住所・電話等 

〒039－3381 
青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊 10 
TEL 017－755－2155  FAX 017－755－2156 
ホームページ URL：http://www.aomori-itc.or.jp 
 

青森県の魚ひらめ 

（昭和 62 年 7 月 20 日制定） 
遊泳するスルメイカ 陸奥湾から望む夏泊半島

 


